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が
ま
た
が
り
、
党
内
で
包
括

的
に
議
論
す
る
場
が
必
要
で

し
た
。
民
主
党
政
策
調
査
会

は
、
政
府
与
党
の
二
元
化
方

針
に
よ
り
、
単
な
る
健
言
機

関
の
位
世
づ
け
止
な
り
、
こ

れ
ま
で
政
策
決
定
プ

ロ
セ
ス

に
携
わ
る
・
』 

t
の
で
き
な
か

っ
た
議
員
の
不
満
が
た
ま
っ 

τい
ま
し
た
。
我
が 
P
T
も

党
政
淵
傘
下
で
、
市
故
処
理

か
ら
中
長
期
の
干
ネ
ル
ギ
l

衆議院議員
民主党原発事故影響対策PT座長 lm 
荒井聴氏� 

-
1
6
月

8
日
に
、
原
発
事
故
被
災
者
救
済
の
た

め
の
岡
山
害
賠
償
ス
キ 

ム
法
案
世
、
た
だ
ち
に
国
会

に
提
出
す
る
よ
う
、

管
首
相
に
求
め
ま
し
た
。

驚
井 

5
月
日
日
に
政
府
が
悶
僚
懇
談
会
で
決
定

し
た
『
賠
償
ス
キ 

ム」

の
法
案
化
が
大
幅
に
遅
れ

て
い
ま
す
。
遅
延
の
理
由
は
内
閣
法
制
局
の
手
続
き

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
。
と
ん
で
も
な
い
話

で
す
。
我
々
原
発
事
故 l
影
響
対
策 

プ
ロ
ジ
ェ

l

ク
ト
チ
!
と
の
参
加
議
員
は

1
0
0人
を
超
え
ま

す
。
政
府
が
決
断
し
な
い
v

な
ら
、
生
活
費
に
も
苦
慮

す
る
被
災
者
へ
の
仮
払
い
を
早
急
に
進
め
る
た
め
、

P
T
(

超
党
派
に
よ
る
議
員
立
法
を
出
す
べ
き 
t
の
強
硬
論


ま
で
出
て
い
ま
し
た
。
菅
さ
ん
や
海
江
田
さ
ん
(
経


産
相
)
の
尻
を
叩
〈
の
が
我
々
の
役
目
で
す
(
笑
)
。


|

|
精
力
的
に
活
動
し

τい
ま
す
ね
。

荒

井

こ

の

一
月
半
に
総
会
だ
け
で
も
凶
因
。
賠

償
ス
キ 

ム
を
議
論
し
た
時
に
は
百
数
十
人
の
間
会
鍛

員
が
集
ま
り
ま
し
た
.
6
月

7
日
に
は
、
時
淵
首
相

補
佐
官
か
ら
『
福
島
原
発
事
故
対
応
に
お
け
る
中
長

期
対
策
チ 

ム
の
取
り
組
み
へ
網
野
首
相
補
佐
官

か
ら
『
原
子
力
安
全
に
関
す
る 

閣
僚
会
議

に
対
す
る
日
本
政
府
の
報
告
曾」

に
つ
い
て
説
明
を

聞
き
ま
し
た
@
翌 
8
日
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
後
、
現
地
で
医
療
支
援
活
動
守
さ
れ
た
菅
谷
昭
さ

ん
(
現
松
本
市
長
)
か
ら
「
放
射
能
被
曝
の
問
題
と

対
応
」
に
つ
い 

、
9
日
は
元 

米
原
子
力

規
制
委
員
会
)
ス
リ 

マ
イ
山
川
島
現
場
最
高
貴
任
者

の
レ
イ
ク
・
バ
レ
ァ
ト
さ
ん
か
ら
「
ス
リ 
1
マ
イ
ル
川

島
原
発
事
故
の
教
訓
」
に
つ
い 

て
技
量
な
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
原
子
力
行
政
は
文
科
、

経
産
、

厚
労
、

原
子
力
安
全
委
貝
会 

所
管

l

l
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政
策
ま
で
課
題
を
洗
い
出
し
、
提
言
を
ま
と
め
る
機

関
で
す
が
、
私
は
座
長
を
引
き
受
け
る
時
に
「
党
内

の
『
ガ
ス
依
き
』
な
ら
や
ら
な
い
.
政
府
が
重
要
な

決
定
を
す
る
前
仁
、
我
々
の
意
見
守
よ
〈
聞
〈
-』と」

と
、
総
理
に
釘
を
刺
し
ま
し
た
(
笑
)
。
何
よ
り
も

党 

政
府
の
英
知
を
結
集
す
る
』-

が
大
切
で
す
。

-
政
府
の
情
報
隠
蔽
が
悲
劇
の
真
相

ー
ー
福
島
原
発
事
故
の
現
状
を
ど
う
見
ま
す
か
。

荒

井

核

暴
走
に
よ
り
炉
心
本
体
が
吹
っ
飛
び
、

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ 

τ空
中
に
飛
散
し
た
チ
ェ
ん
ノ
プ

イ
リ
と
、

自
動
的 

止
後
の
冷
却
が
思
う
よ
う
に
行
か

ず
、
徐
々
に
メ
庁
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ
し
た
福
島
の
ケ

ー
ス
は
根
本
的
に
異
な
り
ま
す
。
シ
ャ 

ト
ダ
ワ
ン

し
て
か
ら
時
間
が
た
つ 

τν
る
の
で
崩
峻
熱
も
落
ち

て
お
り
、
よ
ほ
ど
大
き
な
余
震
な
ど
が
起
き
な
い
限

り
、
各
将
機 

も
冷
却
し 

τ安
定
化
さ
せ
る
工
程
に

い
ず
れ
入
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
放
射
性
物
質
の

拡
散
、
移
動
、

浸
透
を
押
さ
え
守
」
む
ま
で
事
態
収
給

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
福
島 

は
違
う
事
故
展
開
で

し
た
が
、

参
考
に
な
る
占
が
多
い
。
専
門
家
に
よ
れ

ば
、
汚
染
水
は
地
下
水
に
入
り
こ
む 

、
制
限
維
で
不

明
な
点
の
多
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
移
動
し
、
厄
介
な
問

題
に
な
る
。
表
土
は
風
で
舞
い
上
が
る
土
挨
で
移
動

し
、
土
績
の
除
染
者
急
が
な
い
と
、

生
態
系
へ
深
〈

潜
り
込
む
。
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
沈
着
は

畿
地
よ
り
大
き
〈
、
キ
ノ
コ
や
コ
ケ
頬
が
高
濃
度
に 

t

t
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「
福
島
原
発
」
の
後
始
末
は


チ
ェ
ル
，
�
 7
，
リ
に
学
べ


来
、
地
元
の
人
々
が
直
面
す

る
現
実
が、

事
故
お
年
後
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
進
行
し

て
い
る
」
「
疫
学
デ

タ

で

は、

子
ど
も
の
甲
状
腺
ガ
ン

以
外
の
優
位
性
は
認
め
ら
れ

l
な
り
や
す
い
。
マ
ツ
な
と
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
の
高
い

種
、
ポ
プ
ラ
な
ど
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

の
吸
収
の
高
い

極
が
あ
る
一
方
、
地
中
に
レ
る
時
間
の
長
い
昆
虫
、

セ
ミ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
どt
は
数
が
減
る
そ
う
で
す
。

ー
ー
人
体
や
精
神
へ
の
影
響
は
っ

荒
井
子
ど
も
は
牛
乳
、
大
人
は
野
菜
か
ら
の
摂

取
が
内
部
被
曝
の
最
大
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
政
府
の
思
惑
で
情
報
を
隠
し
て
、
避
難
を
遅
ら

せ
た
こ
と
が
悲
劇
の
真
相
だ
と
思
い
ま
す
。
チ
ェ
庁

ベ

ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
る
汚
染
被
害
は
、
お
年
後
の
今ラ

も
進
行
中
で
、
初
キ
ロ
強
制
退
去
地
区
で
は
人
が
住

め
ま
せ
ん
。
軽
度
の
セ
シ
ウ
ム
汚
染
地
岐
で
色
子
ど

も
の
免
疫
が
低
下
し
、

発
育
が
惑

い、

貧
血
や
感
染

症
、
カ
ゼ
が
治
ら
な
い
�
 い
一
フ
症
状
が
出
た
。
こ
の

叩
年
、
周
産
期
へ
の
影
響
、
早
産
に
よ
る
未
熟
児
、

低
体
重
、
異
常
分
娩
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。

市
川
�
 

シ
で
は
、
先
天
的
異
常
の
場
合
、

強
制
的
に
中


絶
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。


チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で

6
1
7年
も
臨
床
医
を
務
め

ら
れ
、
自
ら
も
ガ
ン
を
患
っ
た
菅
谷
市
長
の
言
葉
は

特
に
重

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
「
福
局
原
発
事
故

は
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
に
匹
敵
す
る
状
況
で
あ
り
、
将

内
晶7
 、L
L
」
、
う
L
 J

い
る
ま
や
'
。

ー
ー
エ
不
ル
ギ
�
 安
全
保
障
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

l

荒
井

浜
間
以
発
だ
け
を
止
め
た
理
由
、
他
と
の

違
い
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
原
子

炉
の
定
期
占
、
検
期
間
は
約
日
カ
月
。
来
年
の
今
頃
に

は、

全
原
子
炉
が
停
止
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
地
元

自
治
体
に
再
開
の
判
断
を
委
ね
る
の
は
献
で
す
�
 国

策
と
し
て
の
原
発
を
再
検
証
し
、

阪
子
力
安
全
対
策

を
抜
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

田
山
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
、

旧
ソ
連
は

す
で
に
傾
い
て
お
り
、

事
故
は
社
会
に
大
変
革
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を

契
機
と
し
て
起
ヨ
」
っ
た
事
象
か
判
別
し
に
く
い
で
す

が
、
政
府
の
情
報
隠
蔽
へ
の
不
満
か
ら
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
大
統
領
が
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
(
情
報
公
開
)
に
踏
み

切
り
、

結
果
と
し
て
旧
�
 速
は
崩
域
し
ま
し
た
。 c

東
日
本
大
震
災
は
国
醇
酷
で
あ
り
‘
特
に
原
発
事
故

は
有
史
以
来
の
源
露
辛
苦
で
す
.
 

7
に
克
服
す
る
か
。
我
が
国
の
将
来
が
か
か
っ

τ

-』
れ
を、� 

の
よ
�
 

r

，
、
�
 国

会
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
チ
ェ
庁

Jr
N
Y

ノ
プ
イ
リ
に
行
っ
て
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
た
い
」
「
放
射
線
感
受
性
は
悶
�
 

-
で
は
な
く
、
細
胞
分
裂
の
盛
ん
な
胎
児
や
子
ど
も

が
影
響
を
受
け
や
す
い
�
 。
長
期
疫
学
調
査
、
汚
染
マ

ッ
プ
の
作
成
�
 経
年
変
化
を
追
う
調
査
が
必
要
」
「
被

曝
に
関
す
る
測
定
方
法
や
基
準
の
妥
当
性
が
わ
か
ら

な
い
時
に
は
、
リ
ス
ク
を
短
大
に
考
え
て
選
択
す
べ

き
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

-
福
島
原
発
事
故
で
日
本
社
会
は
変
わ
る

l
l
「
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
に
学
べ
」
で
す
ね
。

荒
井

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
�
 、
設
計
者
が
「
原

子
力
の
父
」
と t
言
わ
れ
た
科
学
者
で
、
究
極
の

「原

子
力
村
」
が
存
在
し
た
た
め
、

設
計
ミ
ス
が
疑
わ
れ

i

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
!
と
し
て

u

片
づ
け
ら
れ
た
と
い
�
 わ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
事
故


原
因
を
解
明
す
る
た
め
「
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
」


P
T

b

を
立
ち
上
げ
、
閣
僚
も
調
査
対
象
に
す
る
と
い
う
が
、

機
限
と
体
制
が
弱
す
き
ま
す
。
�
 

で
は
、
法
律
に

基
づ
く
調
査
権
限
と
独
立
性
を
持
つ
事
故
調
査
委
員

会
を
、

国
会
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
議
論
し
て

ま
す
。
未
曾
有
の
原
発
事
放
を
契
機
に
政
党
と
政
府

の
関
係
、
政
党
閣
の
関
係
、
政
府
と
民
間
の
関
係
も

大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ほ
と
社
会
経
済
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
誰
も
が
手
に
負
え
な
い
ほ

ど
厄
介
な
原
発
事
故
の
後
始
末
に
リ
�
 タ
�
 シ
ッ
プ

を
発
郷
で
き
る
人
守
、

首
相
に
す
べ
き
で
す
。
国
家

の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
て
、
原
発
問
題
を
克
服
す

る
。
そ
の
た
め
の
大
連
立
�
 レ
う
選
択
肢
を
否
定
は

し
ま
せ
ん
。

t
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ン
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